
國學院大學 独自調査        プレスリリース 
 

 

渋谷の新社会人に聞く「職業観」 
－「3 人に 2 人が定年まで働きたい」新社会人の本音－ 

國學院大學（学長：赤井益久）では、初任給の使い道などについて新社会人となる本学４年生にアンケート調査を

実施し 124 名から有効回答を得ました。主な調査結果・調査概要は下記のとおりです。 

 

 主な調査結果 
 就職する企業や組織で「定年まで働きたい」

新社会人は全体の 62.5％で、「定年まで働

きたくない」16.4％を大きく上回る 

 定年まで働きたいと考える理由は、「入りたい

会社・業界に就職するから」「生活を安定さ

せたいから」が同率（43.1％）で 1 位。 

 定年まで働きたくないと考える理由は、「ライ

フステージの変化（結婚・育児・介護など）に

応じて働き方を変えたい」が圧倒的に多い

結果となった（70.6%） 

 調査概要 

 調査方法 ： 学内者専用ｼｽﾃﾑによるｲﾝﾀｰﾈｯﾄﾘｻｰﾁ 

（誤差: 誤差値±0.17％ 信頼度 95％） 

 有効回答数 ：今年度本学を卒業する大学４年生男女 

124 名 

 調査日時 ：2015 年 3 月 3 日（火）～3 月 18 日（水） 

 調査機関 ：國學院大學 

 解説コメント （要旨） 

解説：宮下雄治 （國學院大學経済学部准教授） 

大学新卒者の早期離職の高さが指摘される中、新社会

人の約 3 人に 2 人が「定年まで働きたい」と答え（「そう思う」

31.7％、「どちらかといえばそう思う」30.8%）、「定年まで働きた

くない」を大きく上回った。定年まで働きたいと考える理由は、

「入りたい会社・業界に就職するから」「生活を安定させたい

から」が同率一位で、「会社が安定しているから」が続き、就

職事情が好転している傾向が表れているように思われる。た

だし、「定年まで働きたい」と答えたうちの 4 人に 1 人が「再就職の難しさ」や「他にやりたい仕事や入りたい会社がない」、ある

いは「新しい環境や人間関係が面倒」などのネガティブな感情を理由にしていることも無視できない。 
宮下雄治 國學院大學経済学部准教授 専門：マーケティング論、消費分析 

消費行動・購買心理に関する消費者調査、店頭プロモーションの効果分析、日本企業のマーケティング

戦略に関する調査などに携わる 

調査データの無断転載・引用を防ぐため、詳細は個別に提供いたします。転載・引用
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